
中海・宍道湖漁場環境基礎調査

　　　定期観測基礎調査

安木　茂・山根恭道・向井哲也・松本洋典・中村幹雄・柏田祥策*1）

前年度に引き続き環境定期調査を実施したので報告する。

調　　査　　方　　法

１．調査地点

　調査地点は図１に示す通り中海４点、宍道湖３点、大橋川、米子湾、境水道の計10点で実施し、水深毎

の水質測定と動物プランクトン、底生生物の採集を行った。

図１　　中海・宍道湖調査地点

２．調査項目および方法

　Ｉ　水質調査

　　　調査項目は水温、ｐｈ、塩分濃度、ＤＯの項目についてＷＴＷ社のMicroprocessorを用いて調査し

　　た。
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ｎ　生物調査

（１）底生動物

　採泥器
・
Ｉ スミス・マッキンタイヤ型採泥器（1/20�）

　　　　　エックマンバージ採泥器（1/40�）

採集　　：１地点につき（1 /10�）

（２）動物プランクトン

　　　ネット：北原式定量ネット（x x13、網口面積0.05�、濾過部測長0.8m）

　　　採集　：垂直曳き、１～３回、曳き網速度0.5m/sec標準

　　　定量　:24時間沈澱量、出現種類、組成比率、個体数

調　査　結　果

Ｉ　水質調査

　１．気象状況

　　　今年は例年になく雨が多く、６月後半から８月にかけて大量の雨が降り、宍道湖の水位は高い状

　　態が長期間続き低塩分状態は冬期まで続いた。

２．調査結果

　　水質調査の結果を表１、および巻末付表にまとめて示した。

１）宍道湖における調査結果

　　年間を通した平均的な水温はほとんどの地点、水深とも14~15°C台であり、昨年に比べて約１℃低

　かった。これは夏の長雨による日照不足と河川水の大量流人が影響したためと考えられる。

　塩分濃度も、長雨の影響で湖心部の底層を除けば年間を通した平均的な値は２‰前後と非常に低

い値であった。

　溶存酸素は昨年に比べ高い値を示しているが、これは夏期の長雨により酸素を充分に含んだ河川

水の大量流人によるものと考えられる。

　大橋川については平均水温は宍道湖と同様14～15°C台であり、塩分濃度は宍道湖の増水の影響で

年間の平均が表層で4.5‰とかなり低い値を示した。

２）中海における調査結果

　　表層の水温は宍道湖とほぼ同じであるが、鉛直的な分布を見ると、水深の深いところでは冬期に

　海水の影響で水温が高いため年間の平均水温は宍道湖よりも1°C程度高くなっている。塩分濃度は

　７月から９月の間、表層で非常に低くなっており大雨の影響がかなり長期間続いていた。溶存酸素

　は水深の深いところでは周年を通じて低く、とくに夏期にはほとんど鉦酸素状態であった。
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表１　　宍道湖･大橋川・中海の水質概要

調査地点 調査水深 水温℃ ｐｈ 塩分‰ D Olg/11 ○％

平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大

St.1 表層 15,8 4.7 26.9 8.0 ７．１ 9.5 1.5 0.2 ･1.5 10.2 8,1 12.8 105.1 88 136

底眉 14.6 3.9 23.2 7.4 7.0 8.0 2.8 0.2 8.6 8.0 】.3 12.3 77.4 10 97

St.2 表層 15.4 3.9 26.9 8.2 7.6 9.3 2.0 0.3 5.2 10.5 8.5 13.3 105.9 90 139

底層 15､l 3.5 23.2 7.5 7.1 ＆０ 5,3 ２．１ 10.9 5.5 0.0 13.4 53.7 ０ 103

St.3 表層 15.2 3.9 25.9 7.7 7.2 8.5 2.2 0.3 5.3 9.6 5.5 12.9 94.6 68 106

底盾 15.5 4.0 25.7 7.6 6.9 8.5 1.9 0.3 5.2 8.8 5.6 13.1 88.6 64 106

St.4 表層 14.9 2.8 26.2 7.7 7,0 8.5 4.5 0.7 16.3 9.3 6.0 12.9 91.5 74 ll4

底暦 15.2 2.8 26.3 7.7 7.0 ＆６ 9.3 0.8 21.5 7.9 2.3 13.4 77,0 28 H3

St.5 表層 15.2 3､5 26.3 8.1 7.4 8.8 Ｈ．５ 2.6 21.9 9.9 5.4 13.9 97.7 66 135

底層 16.1 5.2 23.5 7.7 7.5 8.2 21.5 16.4 28.8 4.2 0.0 11.5 36.5 ０ 85

St.6 表晟 15.5 ＆８ 25.5 8.6 7.8 9.2 Ｈ．６ 3.2 22.8 10.9 7.0 14.0 ll0.7 88 146

底層 17.1 9.8 22.6 7.8 7.8 8.3 27.9 22.2 32.2 2.0 0.0 6.3 21.9 ０ 58

St.7 表層 15.5 4.1 25､2 8.6 7.9 9.4 Ｈ．９ 4.9 22.3 10.9 7.9 14.1 110.7 95 155

屈居 17.0 10.2 22.4 7.8 7.7 ＆３ 29.0 26,0 32.2 2.5 0.0 7.4 24.5 ０ 70

St.8 表層 15.6 3.8 25.6 8.8 8.2 9､3 1】.3 4.4 21.7 11.9 7.5 1･1.9 120.0 94 135

底届 16.5 10.8 22.1 7.7 7.4 8.0 29.8 23.8 31.8 0.6 0.0 2.7 6.0 ０ 28

St.9 表層 16.0 ｔ５ 25.4 8.8 8.2 9.2 Ｈ．０ 4.0 21.6 12.0 8.3 15.9 122.8 96 163

底眉 16.1 5.5 23,1 7.8 7.7 ＆３ 19.7 10.0 24.1 4.9 0.0 12.4 48.4 ０ 99

Ｓｔ．１０ 表眉 15.6 4,3 25.6 8,5 7.9 9.0 14,1 5.0 24.5 10.3 7.0 13.5 105.3 90 116

底層 17.2 10.8 23.4 8.2 7.9 8.5 31,3 27.7 33.4 7.9 6.0 10.7 84.3 71 100

Ｕ生物調査結果

　１．底生動物

　宍道湖、大橋川、中海の出現種を表２～４に示した。 st.1では淡水の影響が強いため、Noloma51u5

JaPonlcaヽヽイトミミズといった淡水性の環形動物が多く、st.3では比較的高塩分を好むゴカイが多くなっ

ている。宍道湖（st.1～3）においては、４月から８月にかけて/､治｡79､j。｡ﾉ印回/csが多くみられたが、

９月以降は急激に個体数が減少している。一方大橋川（st.4）では12月以降多毛類が増加しているが、こ

れはその大部分が一面､ｓμ･角7aiaaであった。

　また大橋川では昨年と同様にホトトギスガイとヤマトシジ

れた。

４
ｓ
Ｎ の出現個体数の間に逆相関の関係が認めら

　中海では多毛穎がほとんどを占めているが、それ以外では甲殻類（ヨコエビ）、その他の二枚貝（ニッ

コウガイ科）が出現している程度である。８月から11月までは、生物の個体数が非常に少なくなり、st.10

で甲穀類（ヨコエビ）が出現しているのを除けば、多毛穎以外の生物はほとんど見られない。
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表２　宍道湖の底生動物出現個体数（0.1�当り）

地点 種類＼　月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 Ｈ 12 ｌ ２ ３

st.l

PrionosPiojaPgniats(りﾄｽﾋﾟｵ) 522 716 204 64 92 14 16 13 ９ ３ 14 12

尨聊郷飴sP･ 104 119 99 58 48 83 64 60 42 47 44 53

Neantha j9onica（ｺﾞｶｲ） ２ 19

Eteone longa（叔ﾐｻｼﾊﾞfｶｲ） ４ 10 ８ ２

PsadoPolμΓa㎞申 ２

CaPilellacaPilala １

MφΓ　sp.(ｲﾄﾐﾐｽﾞの-ｌ 29 84 18 24 18 142 164 54 44 55 118 316

Chironominae(ｭｽﾘｶll) 27 ３ 15 32 ４ 31 47

TaniPodinae(そﾌｭｽﾘ絹) Ｉ ４

Ｃ回心gsp･ １ ２ 10 １

Corbicula鋼》oniea(ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ) 784 704 311 321 ２ 467 １ 127

st.2

Prionospio.細呻nicu式々ﾏﾄｽﾋﾟｵ) 1091 851 558 618 108 ２ １ ７

Ｍ池聊1μJIM sp･ ２ 10 Ｈ 16 14 １ ４

Neantha JaPonica（ｆｶｲ） １

aeQj7εん昭α（むﾐｻμfｶｲ） Ｉ ３ ４

PsadoPol芦a kemPj 16 ２ １

S咄ambra lentacurlata ｌ

泌吟x　sp.(ｲﾄﾐﾐｽﾞの哺) １ 20 １

Chironominae(ｭｽ9力餅) ５ ２ 16 19 ６ ７ 10 40

7a呻�j加s(ﾓyﾕｽ蛸1) ３ 20 21 ２

C芦Z加g sP･ １ ３

冶叩e＆az sp･ １

F�c咄山琴･ ５

Corbiala j叩onica(ﾔﾏﾄｼyﾐ) ６ ３

st.3

戸rjaaり治リ‘叩sjczg(ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ) 13 58 19 ４ 12 一 １ ４

yaぬ1腎匹旭ysp. 20 18 17 67 41 一 38 37 103 ９ 37 32

絢回1ゐeり叩Q心武勁ｲ） 176 244 131 72 50 一 76 93 29 30 44

EteQne l㎝ga（永ｿﾐtｼﾊﾞfｶｲ） Ｉ 一

Ｃ紬gsP.(ｹﾔ邨闘) ２ 一 ９

a匈奴　sp,(ｲFﾐﾐｽﾞの-■ 一 ２

C扮･・・細ｇ(ｭｽ9ｶ亜科) 一 28

Mysidacea １ 一 ２

q卿自gsP･ ２ ４ ２ 43 27 一 １ ７ 27 ７ ８

j4摺阿ljjca sp･ ｌ Ｉ ２ ３ 一 ２ １ ２ １ 13 １

μug＆jaゐぬ弛7(ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ) ２ 一

Corbiculajaponica(ﾔﾏﾄｼyﾐ) 687 353 578 421 5H - 615 121

※　－は欠測

表３　大橋川の底生動物出現個体数（0.1�当り）

地点 種類＼　月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 ll 12 １ ２ ３

st.4

多毛類(R)1ychaeta) - 43 16 ７ 171 126 55 34 736 2680 1200 594

う哉恥陶μ｡(7利) -

Ｍ紺dista senhosia（糾ﾄｷﾞｽｶﾞｲ） 一 2H7 1330 195 288 350 45 170 85 1622 998

CarbiculajaPonicaQIﾏﾄｼｼﾞﾐ） 一 26 14 84 180 483 201 428 459 25 12 1248

その他の二枚貝 - ２

腹足類（GastoroPoda） - １ ｌ ５ ６

甲殻類（Crustaea） - ４ 27 43 32 54 37 163 318 139 158

その他 一

※　－は欠測
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表４　中海の底生動物出現個体数（0.1�当り）

地点 種類＼　月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 ll 12 ｌ ２ ３

st.5

多毛顛(Polyehada) 一 47 101 201 35 63 30 39 99 206 127 230

唱犀y勁た)｡,z71(ｱｻ9) - １ １ ４

A＆sd£1仙ｇ励Q哨i（糾ﾄｷﾞｽｶﾞｲ） - 69 111

Corbicl4jajaPonica(ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ)

その他の二枚貝 - ８ Ｉ ２ ４ 14

腹足類（GaslomPoda） 一

甲殻類（Cnlstacea） 一 ７

その他 一

st.6

多毛類(Polychaeta) 一 99 40 100 46 61 91 80 123 208 164 159

諮問ふ叫L(7tり) 一 ４ ３

Ｍｚｇぷ吻．sellhosia(糾ﾄｷﾞがｲ) 一 ５ ２

Corbieula jaPQntca(り¥ｼ９ﾐ) 一

その他の二枚貝 一 50 42 ３
腹足類（Gastoropoda） 一 １
甲殻類（Crustaeea） 一 ２ １ １

その他

st.7

多毛類(Polychacta) 一 107 67 H2 23 54 51 85 95 320 50 314

う必問ぷ踪忿－(yfﾘ) 一 ８ 20 ３

Musc隔ta，,aゐ｡祓ｉａＭｷﾞｽｶﾞｲ） 一

CQrbiculajaPonica(ﾔﾏﾄｼyﾐ) 一

その他の二枚貝 一 ８ ２

腹足類（Gastoropoda） 一

甲殻類（Crustacea） 一 16 ５ ２ ７

その他 一

st.8

多毛類(Polychaela) - １ ５

必扁霜燐。(ｱｻﾘ) -

λ＆a;/£心ｇ一al加（ﾎﾄﾄｷﾞｶﾞｲ） 一 ２

Corbiclda jaPonica（ﾔﾏFｼﾀﾞﾐ） 一

その他の二枚貝 一

腹足類（Gaslon,P･da） 一

甲殻類（Cnlstacca） 一 ３

その他 一

st.9

多毛類(Polychaet£ 一 43 65 71 ２ ２ ２ 15 146 68

=造琴ぷ暗迦。(ﾌｻ,) 一 ２

Mtaclisla senho5ia（ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ） 一 12 15

C�･如1αﾉ今回/cα(ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ) 一

その他の二枚貝 -

腹足類（Gastorl3Poda） - ２ ３

甲殻類（Cnlstacea） 一 １ １ ２

その他 一

st.to

多毛類（Polychaeta） - 109 93 38 49 53 76 29 45 123 61 207

う怒恥陶燐‰(ｱｻﾘ) 一 94

Musdista senhosia（朴ﾄｷﾞｽｶﾞｲ） 一 318

C6rbicula jaPaica（ﾔﾏﾄｼﾀﾞﾐ） 一

その他の二枚貝 - ３

腹足類（GasloroPoda） - ６

甲殻類（Cnlstac・） 一 ８ 65 204 Ｈ 45 1119 123 142 ４ 147

その他 一

※　－は欠測
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２．動物コランクトン

　本年度は島根大学農学部との共同研究として、中海と宍道湖における動物プランクトンの分類をおこ

ない以下の表に示した。

　調査の方法は湖底からの垂直曳きをおこない、５％中性ホルマリンで固定した。プランクトンの計数

は沈殿したプランクトンを100niに定量し、均一に撹梓した後111を計数板にとり種類と個体数を見た。

　宍道湖での優占種は橋脚韻のSinocallam4s lenelh4sであり、その他では輪虫韻の＆�必z7w�･aiと

瓦en次//α回/agαが出現した。今年度は７月以降雨が連日のように降り続き低塩分となった事により、前

年度まで夏場宍道湖でも多く見られていた橋脚類で、ａ函ｓみm4cay71なと差α､･心加ゐ。心の出現頻度

は低かった。

　中海の優占種は(:)jz恥ｇ必s冶ｓがであり、その他心fzjα糊陶7z斑とja心z加ゐ。沁αの２種類が例年

と同様に多く出現した。

　今年度の大きな特徴としては、宍道湖の侵占種であるSinocallan瑚lenellus力叙どの地点でも頻繁に出

現した。また、毎年中海で春に大量発生し問題になる一般的に赤潮として知られている、Nocliluc a mir-

iarisの大量発生は見られなかった。

Stl

採集月

個体数／Ｑ

輪虫類　3s海aﾀs agz心z初

　　　　　jrac＆)皿i njl)e・

　　　　　Bmchion協c�ycﾘloru3

　　　　　ふ7心=片Jf

　　　　　λ:eΓα1ε//αyα/αgα

　　　　　Keralella cn4eψ)rmis

枝角類　j）�・押佃知･凹地s

　　　　　心2幽’a7Fﾀm7

　　　　　WJ遠心

かい脚類　∂一回aゐyぬgE

　　　　　　←←

　　　　　　Sinoc�la?luslenelllls

　　　　　　jどs7y17瓜7一と聊zk;,7

　　　　　　COPePoda nauPlius

表１　動物プランクトン調査結果
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St2

採集月

個体数／Ｑ

輪虫類

枝角類

Bmchk)nus angularia

Brachionu3n4bens

＆7zc/必z?附cα徊び7.,7g

ぶ回心2湊り南回心

Keratella valaga

KerateUa crueψ)rmis

戸θゐj7 /7∂知加7zl�＆s

£ag沁’ａｇｙｗ加7

心ぶ心

かい脚韻　∂涌agゐ吻ae

　　　　　　八回流一2azr/哨所回’
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　　　　　　ja7rz&7ゐ附&az7jαz

　　　　　　CopeP�a na叩lis
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St4

採集月

個体数／Ｑ

輪虫類

枝角類

Bracllionus angularia

βπ7一一Z7脚r7j＆z7s

一回私大r乙一句恥ｗ

＆ｘ瓶大り素助或r

£era/e//αv�αgα
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